







































The Heian Period witnessed the development of various techniques for adding 
decoration to costumes, applying decorations directly to the fabric, in order to give the 
costumes new qualities. This paper uses archival material from the period to analyze 
examples of costume-decoration techniques, illustrating their types and uses and 
considering their purposes and effects. The techniques studied include uchi, kaineri, euzu, 
uchiyauzu, hari, hihegi, and kobari, all of which provided luster, shine, and fi rmness to 
the costumes. Most decorated costumes were worn as an inner, rather than an outer layer; 
thus, the effects were only partly visible, although the overall appearance of the costume 
was enhanced through the effect of layering. It seems, indeed, that these techniques were 
more than designs intended simply to add patterns and color to costumes, but were in 
fact luxuries created for the pursuit of decorative beauty.
A Study of Techniques for Adding Decoration 
to Court Costume: Focusing on Examples of 



















































































































4〈1015〉年 12 月 4 日）、『中右記』9）に、「今
日大（殿）御剣螺鈿、紺地緒、縫孔雀、打下襲」
（永長〈1096〉元年 2月 10 日）、「聞鐘声着束帯、
丸共帯、打下襲」（承徳 2〈1098〉年 10 月 10 日）、
また春日祭使の装束として、「黒半臂、打下襲、





















（万寿 2〈1025〉年 9月 13 日）とある。
『健寿御前日記』14）には、承安 3〈1173〉年


















































































11 月 14 日）、『玉海』19）には、「舞姫己下今夜退出、
大将五節装束己下饗禄等注文、舞姫装束　丑日
　赤色唐衣、濃打衵、裏濃蘇芳衵一領」（元暦



















年 2月 12 日）、「今日中宮奉為先帝被修八講（…）
僧十口参上、表衣指貫、甲袈裟、打裳装束也」































三重袴」（寛仁 2〈1018〉年 12 月 6 日）とあり、
直衣や襖の下に濃きや紅の打衣を着用している。
『中右記』にも、賀茂臨時祭に「使雑色薄蘇
芳濃打衣…」（寛治 7〈1093〉年 11 月 23 日）、「今
日太上法王参御八幡宮（…）御随身冠狩衣、皆
着打衣」（嘉承元〈1106〉年 7 月 27 日）、小舎
人童の装束として「二藍織物狩衣、袴以白糸縫
丸文藤花、結花付之、紅打衣、下絵出衣」（嘉
承 3〈1108〉年 4月 24 日）など多くの用例があり、
狩衣の下にも打衣が着用されている。
また『同書』に「中納言中将、衣冠、薄色浮




（平治元〈1159〉年 2月 10 日）とあり、御幸や
祭事において、衣冠姿や直衣姿に紅打衣を出衣
にする例が頻出する。
『餝抄』には、永久 2〈1114〉年 2 月 14 日、
保延 2〈1136〉年 12 月 28 日、仁平 3〈1153〉
年 11 月 16 日、12 月 28 日、仁安 2〈1167〉年












































（寛仁 3〈1019〉年 11 月 13 日）や、「下仕四人













芳濃打衣」（康和 5〈1103〉年 1 月 24 日）、『長
秋記』に、「女房十六人中、十二人色々衣濃打
衣、今二人上﨟表白衣濃打衣」（元永〈1119〉2
年 10 月 21 日）とあり、女房に濃色の打衣がよ
く用いられている。
また『同書』には賀茂祭で、「下仕車、出菖
蒲生衣、紅打衣…」（天承元〈1131〉年 4月 19 日）
とあり、下仕車に紅打衣の出衣がみられる。『中
右記』にも院姫君の着袴の催しの折に、女房に












紅打衣」（永暦 2〈1161〉年 2 月 2 日）29）、『山
槐記』に、「関白藤原基房母可令参内給、（…）
白三陪単衣、濃打衣、白表着、紫青杏葉文…」
（治承 3〈1179〉年 2 月 10 日）とあり、平安時
代後期になると打衣の用例が多くみられるよう
になる。
























































































































































































































































冬張衣」（寛治 7〈1093〉年 11 月 23 日）、春日
祭上卿発向の日に「蔵人頭権右中弁實行、衣冠、
紅張衣出衣」（天永 3〈1112〉年 2月 8日）とあり、






























































袴」（平治元〈1159〉年 7月 2 日）、「紅張御袴」
（元暦 2〈1185〉年 2 月 2 日）、「張袴」（文治 3













































































































平 2〈1059〉年 4月 12 日）51）とある。『長秋記』











年 4月 18 日）を着用したとの記述がある。
『餝抄』には、賀茂行幸に「関白（忠實）候
御後 騎馬 着引耗下重」（保安元〈1120〉年 4
月）52）、『後照念院殿装束抄』には、八幡行幸に「暦
云。（…）今日ヒヘギノ下襲。半臂」（天仁2（1109）
年 4月 26 日）、賀茂行幸に「濃打ノ下重。號引
倍木」（保安 2（1122）年 4 月 7 日）、賀茂詣に
「殿下（基通）濃色引倍木、御下重打物也」（文





























































































加工法 艶・光沢 張り・堅さ 柔らかさ 用いられた装束




掻練 ○ × ○ 男：下襲・衵女：袿・衵・単
瑩 ○ × ○ 男：下襲・表袴・袴女：袿・表袴（童装束）
打瑩 ○ × × 男：馬副装束
張り △ ○ × 男：下襲・衵・単・袴・裳 (僧装束 )女：袿・単・表袴・袴
剥ぎ（比倍木） ○ ○ × 男：半臂・下襲・衵女：袿
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